
  

             

 

 

理
不
尽
な
事
態
が
生
じ
て
い
ま
し
た
。 

提
案
の
内
容
は
上
図
の
よ
う
に
空
白

の
期
間
が
八
日
以
内
な
ら
継
続
さ
れ
る

と
い
う
内
容
で
す
。 

 粘
り
強
い
と
り
く
み 

今
回
の
動
き
の
発
端
は
、
全
教
に
よ

る
国
会
議
員
と
の
懇
談
で
し
た
。
そ
の

後
、
参
議
院
の
国
会
質
問
で
取
り
上
げ

ら
れ
、
厚
労
省
・
総
務
省
・
文
科
省
よ

り
「
数
日
の
空
白
が
あ
っ
て
も
被
保
険

者
資
格
を
喪
失
さ
せ
な
い
」
と
い
う
通

知
が
各
県
へ
発
出
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
れ
を
受
け
、
全
国
的
に
多
く
の
府

県
で
実
施
を
踏
み
切
る
中
、
大
阪
府
当 

「
空
白
の
一
日
問
題
」
と
は 

大
阪
府
を
含
む
多
く
の
府
県
で
、
地

方
公
務
員
第
二
十
二
条
の
規
定
（
六
か

月
を
超
え
な
い
期
間
で
任
用
で
き
、
更

新
は
一
回
の
み
）
を
機
械
的
に
運
用
し
、

年
度
末
の
更
新
時
に
「
一
日
以
上
の
空

白
期
間
」
を
作
っ
て
い
ま
し
た
。
多
く

の
臨
時
主
事
・
講
師
等
、
非
正
規
職
員

が
三
月
三
十
日
ま
で
の
任
用
と
な
り
、

一
日
間
の
空
白
を
は
さ
み
、
四
月
一
日

か
ら
の
任
用
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

月
末
に
在
職
し
て
い
な
け
れ
ば
、
そ

の
月
は
厚
生
年
金
及
び
健
康
保
険
の
資

格
を
損
な
い
、
保
険
料
の
手
続
き
や
自

己
負
担
が
強
い
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
ま

た
新
た
な
健
康
保
険
証
が
届
く
ま
で
二

か
月
近
く
か
か
る
こ
と
も
あ
り
病
院
に

行
き
た
く
て
も
我
慢
せ
ざ
る
を
得
な
い 

局
は
後
ろ
向
き
の
態
度
を
続
け
て
い

ま
し
た
。
大
教
組
は
こ
の
間
、
春
闘
要

求
提
出
時
や
府
労
組
連
夏
季
闘
争
で

こ
の
問
題
を
取
り
上
げ
、
府
教
委
・
府

当
局
に
粘
り
強
く
要
請
し
て
き
ま
し

た
。
ま
た
、
大
教
組
本
部
交
渉
で
は
約

一
万
筆
の
全
教
職
員
署
名
を
提
出
し
、

一
刻
も
早
く
問
題
解
決
を
図
る
よ
う

に
迫
り
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、
全
国
的

な
た
た
か
い
の
広
が
り
と
大
阪
独
自

の
た
た
か
い
が
結
実
し
て
「
空
白
の
一

日
問
題
」
の
大
き
な
前
進
を
勝
ち
取
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

非
正
規
職
員
の
待
遇
改
善
を
求
め

る
運
動
を
強
め
る
と
と
も
に
、
正
規
職

員
を
非
正
規
に
置
き
換
え
て
き
た
府

政
の
転
換
を
求
め
る
運
動
に
全
力
を

あ
げ
ま
し
ょ
う
。 

通
勤
届
の
保
存
期
間
の
運
用
変
更
！ 

ともに学び、 

ともにたたかい、 

   そしてさらなる前進を！ 

第２４回 全教近畿ブロック 

学校事務研究集会 
1１月７日(金)～８日(土) 

滋賀 琵琶湖グランドホテル 

○
変
更
内
容 

通
勤
認
定
書
類
の
保
存
期
間
は
五
年

で
あ
り
、
現
行
通
勤
認
定
書
類
は
継
続

保
存
と
す
る
。
年
度
末
に
お
い
て
支
給

期
間
五
年
経
過
し
た
変
更
前
通
勤
認
定

書
類
に
つ
い
て
は
出
納
閉
鎖
期
間
六
月

一
日
以
降
に
廃
棄
す
る 

 

現
在
、
市
町
村
立
学
校
（
大
阪
市
を

除
く
）
は
異
動
後
も
通
勤
距
離
二
キ
ロ

未
満
に
な
る
な
ど
通
勤
手
当
が
消
滅
に

な
ら
な
い
限
り
古
い
認
定
書
類
も
ず
っ

と
保
管
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
旧
の
認
定
書
類
だ
け
で
な
く
、
何

ペ
ー
ジ
に
も
渡
る
地
図
の
コ
ピ
ー
な
ど

で
ど
ん
ど
ん
フ
ァ
イ
ル
が
分
厚
く
な
っ

て
い
る
状
態
で
す
。 

二
〇
一
三
年
度
学
校
総
務
サ
ー
ビ
ス

課
交
渉
で
「
通
勤
届
は
所
属
異
動
の
引

き
継
ぎ
書
類
と
せ
ず
、
前
任
校
で
保
存

と
す
る
こ
と
」
を
要
求
し
ま
し
た
。 

交
渉
時
、
最
初
は
「
認
定
は
継
続
し

て
い
る
の
で
困
難
」
と
い
う
回
答
で
し

た
が
、
通
勤
届
の
保
管
が
膨
大
で
あ
る

実
態
や
大
阪
市
で
は
前
任
校
で
保
存

と
な
っ
て
い
る
こ
と
、
一
九
九
六
年
の

認
定
委
任
時
最
新
の
も
の
し
か
引
き

継
い
で
い
な
い
状
況
を
例
に
あ
げ
て

追
及
し
た
結
果
、
「
取
扱
い
に
つ
い
て

は
来
年
度
に
む
け
て
検
討
す
る
」
と
の

回
答
を
得
て
、
今
回
の
変
更
実
施
に
至

り
ま
し
た
。 

 

大
教
組
事
務
職
員
部
は
今
年
度
の

対
府
交
渉
、
学
校
総
務
サ
ー
ビ
ス
課
交

渉
に
向
け
て
要
求
書
作
成
の
た
め
、
組

合
員
の
皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
を
集
約

中
で
す
。 

私
た
ち
学
校
事
務
職
員
の
労
働
条

件
改
善
の
た
め
、
ぜ
ひ
ご
意
見
を
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。 

府
教
委
は
九
月
一
日
、
臨
時
的
任
用
職
員
及
び
非
常
勤
職
員
（
厚
生
年
金
保
険

及
び
健
康
保
険
加
入
に
限
る
）
に
つ
い
て
、
前
任
用
期
間
の
終
期
後
九
日
以
内
に

任
用
が
あ
っ
た
も
の
に
つ
い
て
厚
生
年
金
保
険
及
び
健
康
保
険
の
被
保
険
者
資
格

を
継
続
す
る
提
案
を
大
教
組
に
行
い
ま
し
た
。 

★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★

２０１４大教組事務職員部レクリエーション企画 
 

大人の社会見学 
～美味しい！楽しい！大好き！～ 

 

■ 日時 ： １１月１日（土） 

10:10 集合：阪急西京極駅 

■ 内容 ： 秋の京都へお出かけ！ 

       ねりきり細工和菓子づくり体験と 

         サントリービール工場で工場見学 

■ 費用 ：1000 円＋昼食代 

 今年も楽しいレクリエーションの季節がやってきました。 

 楽しい体験をしつつ、親睦を深めましょう！ 
 参加は組合員、未組合員を問いません。 

 

連絡先：各市町村の大阪教職員組合・事務職員部長まで 

二
〇
一
三
年
度
の
学
校
総
務
サ
ー
ビ
ス
課
交
渉
で
要
求
し
て
い
た
、
通
勤
届
の

保
存
期
間
の
運
用
変
更
が
、
二
〇
一
五
年
四
月
一
日
よ
り
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。 

 

 こ
ち
ら
も
要
求
実
現
！ 

事務職員部ＷＥＢ情報！！ 

事務職員部の部報やチラシが 

 大教組ホームページでも確認できます 

チェックしてみてください！ 

 大教組ＨＰ→「専門部だより」のバナーか

ら事務職員部のページへアクセスしてくだ

さい。 

http://www.daikyoso.net 

 任用の終期 再着任日 「空白」の期間 継続の可否 

１ ３月３０日 ４月１日 １日間 継続される 

２ ３月３０日 ４月８日 ８日間（最大） 継続される 

３ ５月１５日 ５月２０日 ４日間 
継続される 

（年度内も可） 

４ １２月２７日 １月６日 ９日間 継続されない 

 

被保険者資格継続可否の具体例 

 

 

 

事務職員部報 
大阪教職員組合 

大阪市天王寺区東高津 7-11 大阪府教育会館７階 

＜当面の日程＞ 

10.24(金) 
第 3 回集まれ☆若手 JIMU 職員の会 

11.1(土)  
大教組事務職員部文化レクリエーション 

11.7(金)～8(土) 
近畿ブロック事務研究集会(滋賀) 

 

発行 大阪教職員組合事務職員部常任委員会 
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＠
長
崎
県 

臨
任
者
の
社
会
保
険
・厚
生
年
金
の
資
格
継
続
！ 

要
求
実
現
！ 
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日
進
月
歩 

最
近
、
部
屋
の
模
様
替
え
を
し
た
。
日
本

手
拭
い
用
の
額
縁
に
、
本
棚
と
思
い
思
い
に

読
書
や
本
の
片
付
け
を
す
る
パ
ン
ダ
が
描

か
れ
て
い
る
絵
画
を
飾
っ
て
み
た
。
『
読
書

の
秋
』
を
意
識
し
た
も
の
だ
が
、
そ
の
表
情

や
し
ぐ
さ
が
何
と
も
愛
ら
し
く
笑
顔
を
誘

い
、
ほ
っ
こ
り
す
る
癒
し
の
空
間
に
な
っ
た

▼
し
か
し
、
「
秋
」
と
い
え
ば
何
と
言
っ
て

も
『
食
欲
の
秋
』
。
こ
の
季
節
に
外
せ
な
い

の
が
栗
▼
栗
ご
は
ん
は
、
茸
や
根
菜
を
沢
山

入
れ
て
し
っ
か
り
と
味
を
付
け
る
も
の
も

あ
る
が
、
白
米
に
少
し
も
ち
米
を
加
え
て
、

塩
味
で
ふ
っ
く
ら
あ
っ
さ
り
と
い
た
だ
く

の
が
我
が
家
流
。
栗
に
鶏
肉
と
白
ネ
ギ
や
生

姜
を
加
え
て
中
華
風
に
煮
込
ん
だ
も
の
も

定
番
。
栗
と
さ
つ
ま
芋
と
南
瓜
で
作
る
か
き

揚
げ
は
一
番
の
お
勧
め
で
、
抹
茶
塩
や
カ
レ

ー
塩
で
い
た
だ
く
。
秋
刀
魚
の
塩
焼
き
に
人

肌
の
美
味
し
い
日
本
酒
が
あ
れ
ば
最
高
▼

爽
や
か
な
夜
風
や
虫
の
声
と
共
に
秋
の
夜

長
を
楽
し
ん
で
い
る
。
明
日
も
ま
た
が
ん
ば

れ
そ
う
！
！ 

 
 

 
 

 

（
Ｋ
・
Ｔ
） 

時
期
で
あ
り
、
教
育
の
無
償
化
に
向
け
と
り

く
み
を
強
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

強
調
し
ま
し
た
。 

山
田
事
務
局
長
よ
り
経
過
報
告
と
「
臨
時

主
事
雇
い
止
め
問
題
」
を
は
じ
め
、
組
織
の

強
化
拡
大
・
教
研
活
動
等
、
今
後
の
運
動
に

つ
い
て
提
案
が
あ
り
、
そ
の
後
、
各
単
組
よ

り
多
く
の
代
議
員
が
討
論
に
立
ち
ま
し
た
。 

◆
茨
木 

毎
年
三
島
ブ
ロ
ッ
ク
で
学
習
会
を

お
こ
な
っ
て
い
る
。
先
日
の
歓
送
迎
会
も
ベ

テ
ラ
ン
も
青
年
も
参
加
し
、
楽
し
い
会
と
な

っ
た
。
今
年
度
も
秋
以
降
に
学
習
会
を
企
画 

臨時主事「雇い止め」問題阻止に向けた 

     堺教組のとりくみ 
 

「雇い止め」を許さない全学校事務職員集会 ８/26 

 堺教組では、８月２６日には全学校事務職員 

集会を開催しました。集会には組合加入を問わ 

ず多数の事務職員や教員が集まりました。参加 

者からは怒りの声が続出し、この「雇い止め」 

問題がすべての学校事務職員・教職員に向けら 

れた攻撃であることを確認し、「臨時主事全員 

の１０月更新実現にむけての「８．２６堺・ 

学校事務職員集会決議」を採択しました。 

また、以下のように４０名以上の怒りのメッ 

セージが届きました。 

 

・夏休みもゆっくり休暇する気になれず、精神的苦痛のみの毎日です。私の

収入で生計を立てているので死活問題です。切羽詰まった思いをわかってい

ただけないと困ります。いままで臨時主事として約１０年間、年齢制限によ

って採用試験も受験できず、でも学校事務に携わっていきたい思いから貢献

してきたつもりです。生きた心地のしない毎日をすごしていることをわかっ

ていただき、この恐怖から解放されたいです。 

 

・同一人物を一度も正規採用することなく任用と期限満了を繰り返させ都合

良く使ってきた府教委・市教委に不満をいだいていました。今回の「雇い止

め」通告には怒り爆発です。学校事務は専門性の高い仕事で職責を問われる

こともしばしばあり、そんな学校現場の繁忙さを助けてくれたのは臨時主事

の方々です。断じて今回の通告は受け入れられません。併せて来春以降の臨

時主事の雇用確保も強く要望します。 

  

 以後、堺教組執行部は市教委と事務折衝を重ねるとともに、「雇い止めを

許さない全教職員署名」にとりくみ２８００筆を超える署名を、９月１９日

の団体交渉で教職員人事課長に手交しました。 

（堺教組事務職員部常任委員会） 

 

 他、府下各地でも、市町村教委交渉など早急にとりくみ、抗議行動、全員

集会など諸行動を展開されています。常任委員会は、８月７日に大教組本部

とともに各単組からの府教委への「要請書」を提出し、再度撤回 

を求めてきました。今回の算定誤りの責任を臨時主事に負わせる 

ことはあってはならないことです。府教委及び市町村教委が使用 

者責任を果たすべきです。 

す
る
予
定
。
ぜ
ひ
青
年
に
ど
ん
ど
ん
参
加
し

て
ほ
し
い
。 

◆
東
大
阪 

臨
時
主
事
雇
い
止
め
問
題
に
つ

い
て
、
す
ぐ
に
組
合
本
部
と
一
緒
に
交
渉
。

ま
た
こ
の
問
題
を
広
く
知
ら
せ
る
た
め
市
役

所
前
で
ビ
ラ
配
布
も
お
こ
な
っ
た
。 

◆
南
河
内 

雇
い
止
め
問
題
に
つ
い
て
は
、

市
教
委
交
渉
の
他
、
富
田
林
全
職
員
に
知
ら

せ
、
対
象
者
の
方
を
励
ま
す
会
を
開
催
し
た
。

こ
の
運
動
の
中
で
組
合
加
入
が
実
現
し
た
。 

◆
大
阪
市
教 

定
期
総
会
後
も
引
き
続
き

組
合
加
入
が
前
進
。
政
令
市
の
権
限
移
譲
も

控
え
て
お
り
、
学
習
す
る
場
を
持
っ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

冒
頭
、
日
野
部
長
よ
り
八
月
十
六
日
か
ら

香
川
で
開
催
さ
れ
た
「
教
育
の
つ
ど
い
２
０

１
４
」
で
大
教
組
事
務
職
員
部
か
ら
就
学
援

助
学
習
交
流
会
の
と
り
く
み
に
つ
い
て
レ
ポ

ー
ト
報
告
を
行
っ
た
こ
と
、
ま
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の

記
者
よ
り
取
材
依
頼
が
あ
っ
た
時
に
話
題
と

な
っ
た
「
今
年
度
か
ら
の
松
原
市
の
就
学
援

助
金
の
入
学
準
備
金
の
廃
止
」
が
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ニ

ュ
ー
ス
で
報
道
さ
れ
た
こ
と
を
報
告
し
ま
し

た
。 子

ど
も
の
貧
困
問
題
は
関
心
が
高
ま
っ
て

い
る
。
こ
れ
か
ら
各
自
治
体
の
予
算
要
求
の 

全
国
学
校
事
務
研
究
集
会 

報
告 

 

 

講
座
１ 

「
愛
と
勇
気
と
正
義 

～
や
な
せ
た
か
し
が
遺
し
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
」 

 

ア
ン
パ
ン
マ
ン
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
振
興
財
団

事
務
局
長
仙
波
美
由
紀
さ
ん
よ
り
、
ア
ン
パ

ン
マ
ン
作
者
や
な
せ
た
か
し
さ
ん
の
生
前
の

思
い
な
ど
を
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

☆
感
想
☆ 

 

一
九
七
四
年
生
ま
れ
で
世
界
最
弱
の
ヒ
ー

ロ
ー
「
ア
ン
パ
ン
マ
ン
」
は
一
九
八
八
年
の
テ

レ
ビ
ア
ニ
メ
化
で
全
国
的
に
有
名
に
な
り
ま

し
た
が
、
一
九
一
九
年
生
ま
れ
の
や
な
せ
た
か

し
さ
ん
は
そ
の
時
す
で
に
六
十
九
歳
。 

 

四
歳
で
父
を
亡
く
し
再
婚
し
た
母
か
ら
離

さ
れ
た
つ
ら
い
幼
少
期
の
想
い
や
、
戦
争
体
験 

第 3 回 

 

１０月２４日（金） １８時４５分～ 

たかつガーデン ガーベラ 

当日、飛び込み参加もＯＫです！ 

9 
／ 
11 

 

第
１
回 

委
員
会 

道
理
な
い
臨
時
主
事
の
ク
ビ
切
り
を
許
さ
な
い
！ 

九
月
十
一
日
、
大
教
組
事
務
職
員
部
第
一
回
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

各
単
組
か
ら
、
こ
の
間
の
臨
時
主
事
の
「
雇
い
止
め
」
を
許
さ
な
い
と
り
く
み
や
学
習
会
の

企
画
を
す
す
め
て
い
る
報
告
が
あ
り
、
こ
れ
か
ら
の
運
動
に
む
け
て
決
意
を
新
た
に
し
ま
し

た
。 

第
二
弾 

を
も
と
に
し
て
作
ら
れ
た
「
正
義
と
愛
と
勇

気
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
数
々
の
詩
は
、
昨
年

九
十
四
歳
で
亡
く
な
ら
れ
た
後
も
多
く
の

人
々
の
心
に
残
る
も
の
に
な
っ
て
い
く
も
の

と
思
い
ま
す
。 

ぜ
ひ
、
高
知
県
香
美
市
立
や
な
せ
た
か
し

記
念
館
に
も
行
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
し

た
。 

 
 
 
 
 

 

 

 


